
～Ａ中学校のデータを基に～

防災教育推進連絡協議会成果報告シンポジウム

新潟県魚沼市湯之谷中学校
五十嵐 一浩

資料2-6

新潟県の中規模の都市に立地

生徒数 約３００人

学級数 １３学級

校区内 住宅地と農地

平成16年7月新潟・福島豪雨
で被災する

□２０１２年（平成２４年）

・新潟県防災教育プログラムモデル校に指定

・翌年からの指導の準備

□２０１３年（平成２５年）

・防災授業開始（年間２０時間）

・地域と連携した避難訓練（住民１００名参加）

・防災教育推進教師の指名と防災教育推進
委員会の設置

□２０１４年（平成２６年度）

・小中合同防災キャンプ（教育委員会主催）

・避難訓練に校区内小学校も参加

・小中合同防災教育推進委員会設置

□２０１５年（平成２７年度）

・３年生全員が自衛防災団を組織する

・避難訓練の主体は教師から生徒へ

・３年自衛防災団員による小学生への防災技能
指導

□２０１６年（平成２８年度）

・市の防災訓練に合わせた避難訓練の実施

・保護者、地域に向けた全学級公開授業
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防災教育 学力向上

カリキュラム構成

学びの過程

教職員の協働性

生徒の主体性

？？？




